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尿路感染症 に対す るCeftazidimeの 使用経験

山 本 泰 秀 ・佐 藤 和 夫

川崎市立川崎病院泌尿器科

宮 崎 亮 之 助

淵崎市立川崎病院中央検査科

新 しいセファロスポリン系抗生物質であるCeftazidime(CAZ, SN401)を 急性腎孟腎炎6例,

複雑性尿路感染症13例,尿 道周囲膿瘍(淋 菌性)1例 の合計20例 に投与し,臨 床的検討を行な

った。

投与方法は,1.000mgを 朝 夕2回,250mlま たは500mlの5%ブ ドウ糖液等に溶解し点滴

静注した。投与期間は連続5日 間とした。

総合臨床効果は著効10例,有 効8例,無 効2例 で有効率は90%で あ った。細菌学的には20株

すべてが消失し,満 足すべき結果を得た。

副作用は臨床的には認められなかった。 また,臨 床検査でも本剤に起因する異常は認められなか

った。

Ceftazidime (CAZ, SN401)は,英 国グラクソ社で

開発されたFig.1の 構造式を有する注射用セファロス

ポリン剤で,広 範囲な抗菌スペクトラムを有し,特 にグ

ラム陰性菌に対して 極めて強い抗菌力を示し β-lacta-

maseに は極めて安定で強い抵抗性を示すといわれてい

る1)。

I. 材 料 と 方 法

1. 対象

昭和56年8月 より昭和57年1月 の約5か 月間に川

崎市立川崎病院泌尿器科へ入院 した20例 で,男 性16

例,女 性4例 であ り,年 齢18～77歳 で あった。 対象

とした疾患は 急性腎孟腎炎6例,複 雑性尿路感染症13

例,尿 道周囲膿瘍(淋 菌性)1例 で,複 雑性尿路感染症

13例 の内訳は慢性膀胱炎11例,慢 性腎孟腎炎2例 で,

尿路の基礎疾患は前立腺肥大症4例,膀 胱腫瘍4例,膀

胱結石2例,膀 胱周囲膿瘍,右 水腎症,右 グラヴィツ腫

瘍各1例 であった。

2.投 与量および投与方法

本剤1,000mgを1日2回,10～14時 間間隔で250

mlま たは500mlの5%ブ ドウ糖注射液 等へ溶解 し,

1～2時 間で点滴静注 し,投 与期間は連続5日 間 と し

た。

Fig. 1 Chemical structure of CAZ

3.効 果判定基準

急性尿路感染症については以下の判定基準により判定

した。

著効(Excellent):自 覚症状の消失,膿 尿の消失また

は著 しい減少,細 菌の消失 したもの。

有効(Good):自 覚症状の消失,膿 尿の消失または著

しい減少のうちいずれか1項 目が認められ,か つ細菌の

消失 したもの。

やや有効(Fair):自 覚症状,膿 尿,細 菌尿の3項目

のうち,い ずれか1項 目のみが消失したもの。

無効(Poor):3項 目共に消失を認めないもの。

慢性尿路感染症についてはUTI薬 効評価基準2)に従

って判定した。

4.最 小発育阻止濃度(MIC)

対象患者の尿 より分離した菌について目本化学療法学

会標準法に従いMICを 測定し,Cefazolin (CEZ)上

Aminobenzylpenicillin(ABPC)お よびGentamicin

(GM)と 比較 した。

II.成 績

1.臨 床成績

急性腎孟腎炎では著効5例,有 効1例 であり,尿道周

囲膿瘍(淋 菌性)で も著効を示し,急 性型では100%の

効果を示 した。

慢性尿路感染症13例 の膿尿に対しての効果は,正常

化5例,改 善3例 で改善率は61.5%で あった。総合臨

床効果は著効4例,有 効7例,無 効2例 で84.6%の 有

効率であった(Table 1,2)。
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Table 1 Clinical summary of UTI cases treated with CAZ

* Ureth
ral discharge

疾患病態群別に検討すると,カ テーテルを留置した第

1群では有効2例,無 効2例 で50%の 有効率 で あっ

た。第2～ 第4群 では著効4例 ,有 効5例 で100%の

効果を示した(Table 3)。

2.細 菌学的効果

細菌学的にはすべての分離菌が消失し,満 足すべき結

果であった(Table 4)。

投与後に出現した細菌はEnterococcus 2例,グ ラム

陰 性 桿 菌(GNB),Micrococcus各1例 で あ った。

3. 最 小発 育 阻 止 濃 度(MIC)

測 定 しえ た症 例 は18例,19株 で あ り(GMのMIC

は1例 測定 不 能),Table5に 示 す よ うにPseudomonas

に 対 し,本 剤 は 他 剤 よ り明 らか に 優 れ て い た。 す なわ

ち,他 剤 で は>200μg/mlに ピ ー クを示 したが1本 剤 で

は3.13μg/mlに ピー クを 示 し,6～7管 優 れ て い る

と思 わ れ る。E. coliに 関 して は 本 剤 のMICは す べ て
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Table 2 Overall, clinical efficacy of CAZ in complicated UTI
(2,000mg/day, 5 days treatment)

Table 3 Overall clinical efficacy of CAZ classified by type of infection

Table 4 Bacteriological response to CAZ

の株で1.56μg/ml以 下であ り,CEZよ り1～2管,

ABPCよ り3～4管 上位にあると思われる。GMに 対し

ては同程度または1管 優れている といえる。Klebsiella

については,ば らつきが多いが優れていることは確実で

ある。Enterococcus, Micrococcusの 球菌類に対しては

他剤より劣っていた(Table 5)。

4. 副作用

GOT, GPT, Al-Pの 投与後上昇が各々1例,2例,

2例 に認められたが,そ れぞれ投与前より高値を示した

症例,肝 転移にて内科通院加療していた症例で,本 剤と

の関係はまずないと考えられる。また,自 覚的には副作

用はなかった(Table 6)。

III. 考 按

β-lactam系 抗生物質はアレルギーを注意すれば,選

択毒性は優れ,副 作用の少ない有用性の高い薬剤との評

価を得ている。 しかし β-lactamaseに よる不活性化な

ど,耐 性菌に対する問題がないわけではない。
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Table 5 NlIC of organisms
(106 cells/ml)

Table 6 Laboratory findings before and after treatment with CAZ

B: before treatment, A: after treatment

Value in a bracket means normal range.

M: male, F: female
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CAZは これらの弱点を克服し,臨 床分離株のMIC分

布,初 期臨床治験成績より効果が充分期待でき8),わ れ

われの治験でも,1日2,000mg投 与で急性型の尿路感

染症に100%,複 雑性尿路感染症で84.6%,両 者の総合

で90%と 満足すべき結果であった。また主治医の有用

性判定でも90%と 同様の結果を得た。細菌学的効果で

も起炎菌の消失率は100%で あ った。

副作用は自覚的ならびに臨床諸検査に異常を認めなか

った。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH CEFTAZIDIME

IN URINARY TRACT INFECTIONS
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Clinical effects of ceftazidime (CAZ, SN401), a new cephalosporin antibiotic, were evaluated in a
total of 20 cases: acute pyelonephritis (6), complicated urinary tract infections (13) and periurethral
abscess (gonorrheal) (1).

CAZ was administered twice a day, in the morning and in the evening, by drip infusion for
consecutive 5 days at a 1g dose reconstituted in 250 ml or 500 ml of 5% glucose solution for injection

etc.. Overall clinical efficacy rate was 90%; excellent in 10 cases, moderate in 8 and poor in 2.
Bacteriologically, 20 strains were all eradicated.
In laboratory findings, elevations of GOT, GPT and Al-P values were observed in 1,2 and 2 cases,

respectively, but their association with the drug was not definite.
No adverse effect was noted.


